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研究議摂紹介

アメリカの東市 アジア研究

インドネシア研究をrj1 Jむとして一一

I はじめに

昨年4月から11J]までブォー F財Uiのii：外研抗［1 Eし

て渡米する機みを与えられた。この7カ月間に訟手の 2

カ月はオランダで研究テーマに必要な資料収集と関係者・

cの子ンタピューを行な／た以外は， 1 ,.Iリカ京；!rt)予の

イエーJレ大学とコーネル大挙lニおい【？，インドネシアに

おける伝統的支配者がオランダの植民地でありたころか

ら，今日のス勺ルノ体制；こL、たるまでの引に，どのよう

にかれらの権力特注が変山tc示したかという問屈を中心

として， Nation-Stat巴の形成過程にあるインドネシアに

おける最大の川；；：である「多段のなかのど：ーJ(Binnel司

Tu叫日alIka), J- 弘わち， l立民的統（，の定成を~il ILして

いる伝統的要選者の変容の問題を追求する研究を行なって

きた。

そごで滞米lt1に訪問したインドネシ Fii!:究をむなって

いる大学，研究者の活動を中心として，東南アジア研究

の現状をイン：f字予ア研姥（士電点を正Jいて紹介すろ三と

とす之、

II アメリカの東南アジア研究

インドネシ f{iii光の紹介にはいるまえに，東日jアジア

研究全般の状況について概観を試みたい。東南アジア研

究が今日のように感んになるについては，いくつかの原

因がある。そのーつは第2次大戦からljll;後経営内！日rWIに

おける政治戦略の必要から発生した地域研究の成立があ

げられる。地域研究は政治戦略のための手段として発生

したところからそゆ内容がJI，；；；にpragmaticな十Iiちを帯

びている。この点が同じアンノア研究のー郊である日本研

究，中国研究と具なるところである。アメリカの東南ア

ジア町究者が＼＇ミ II Ii~音にぷす：、うに，し、立までの東南ア

ジア研究には医史的研究がなかった。それは戦略にI[！.接

関係がなかったからであるという言葉はこの悶の事情を

物沼／〉ている. Ii本研究，中！刃研究の.It；（，，戦前から君主

によそい研究史があり，震史的研究が（也グ〉；！：会科三＇HiliJi究

に劣らない比J笠を占め，多くの業績のあることは衆知の

とおりであるυ
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しかし，東南アジア研究も戦後初年の発遼史を背景と

して，戦争のための戦略からの必要悪よりは，段近の複雑

なl文治現象に河処す；：； ；こ必要な，より高度の戦略の必要

と手間［｜むな関心とが木きな比重をもつようになり，その

歴史的背景：と歴史的必然性を追求するために歴史研究が

とりあげられらようになり，大学にも東南アシア史研究

がi:1号Eをとし亡自主けられるにいたったのである。

東南アジア研究の一般的な状況としてあげなければな

じないことは，東南7cア全般をと仁える悦治（Y-J研究か

col!ntry study iこ某J ；く A国のli]i，だカ這とし、うとごろに，

今後のアメリカの東l菊アジア研究の1句析lを：めぐる問題が

あよ主。地h:t守〈

＇：（した関 i不か；V》，今115：で束i菊ア〆ア史liJf究が亨i:;)Jikしt二

くかつたと U、う問題が，アメリカのこの部門の発展をお

〈らせたし、ま一つの原因である土いうことができょう。

子口，子;J;l，＼タトに多くの大学で束1Nアジア史の議疫が設

けられている。しかしその担当者をみると，歴史学の出

身者よりは，政治学，社会学の出身者が多いのである。

しれもかれらは大学院博土課題終了まではとflむの学手i

のcountrystudyをテーマとしていた人たちで，むしろ

そのl函において，すぐれた業績をもっている人たちであ

り，東南アふア史は職業としての教育者とじての立場か

らこれを担当しているということができる。伊jをあげる

と，イエール大学の東南アジア史を担当しているH・ J・

Bendaは，コーネル大学で Ph.Dーをうけたときの論文

テーマは， 1943～45年のインドネシアにおける日本軍政

の同教政策であった。しかし，かれがロッチ且スター大

・"f:.lpらイヱーノレ大学に符ってかG:k三f:と大学院における

品皮は東南アジア史が担当である。かれの大学院にお付

るセミナーは 1963/64年度は主として，東南アジアの教

（；の発展を，p心とした社会史に電；，＇，＼がおかれ，またかれ

の1964年度のアジア研究学会（A叫，ciation of Asian 

Studies）の大会での発表論文は東南アジアにおける農民

湾効の先収的形態につL、ての比較研究であったG

とのように教育の場における概治的講義がしだいに

熔加する傾向がある。しかし，これは countrystudyが

減少してきた三とを意味するものではない。むしろ講座



Ⅲ　アメリカの東南アジア研究の問題点
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の枠がt目先IIしヒこと唱きムには，地域研究ポ攻治戦絡の 大きな陣容をほとろ fエール大手の東南アジア研究につ

ためのもυ）むiJ:なく， I／，司（！＇：HtJf’it’；こ治bそし ) , ＇点、ること

を怠l味する。

この似1i',J(tアメリカのはとんどの大午にみれれる。；主

人これはた’：－aw:市 ,・ ／研究 1.:i:;・；【t機i主j，勺十i:iJ" C 

JUIブEとの）／1i',1oi；（：とu、:J1/¥J凶でもある。

政f台，経白ti’｝｜会およu、人m，下のd打γ：にJ・3いても［，,jj 渓

.' ..ことが

l拘アジアの政f台論であ p，経済l倫であり，ti；会論であり，

人以学論であるが， その担当者の時五円科目は country

山，dyであ予 この点.nコが国7J.）江市アジ／icll究と非・，：i:,

iι異なる以Ci士ないであろうか。わが国では概論が先行

ナる傾向があれー［41H肝究の成果をふまえたものでない

ところにtilfti見いたにこれが取1Hアジ Y（！）比較研究

において，：，Ii]tf"の成＇I＇土して強、 J泣かれて、、訟のではな

いであろうか。

ill γJリカ（川東南アジアliJI究のli¥J!lll，な

正確には問題点EU、うべきかどうか疑lt¥Jがあるが，わ

三くしが A ' リカのJ↓11h アジア iil\'•1：若とのぷ f

J必じたFJJ凶！J：ある。それ；主東南fず y（立 l）と‘つ；コれるJt

域を形成する国が8カ｜溜にのぼり，それぞれが政治（1甘．

i王済的fJ. ＇／干；：l、を史－に十；；工かりむなく’主I：：＇.＿ミ？山~0. -~.: I j 

山而にキJ

ものであるο このために，わが国におけるようた慨論的

li!i究のため川概論研引が： L体l:/t j ている葉市γジアi,ii

究と異tc':,lid題が生士れる。わが；I.］ヴ場合はこの広大な

地域における共通要事総と差異要3誌を最大公約数によって

抽象化してしまうことによって東南アジアた浮彫りにき

せる傾1,・,1がある。これはイギリスの東南ア， r研究の影

響と足、われるが，わが国の東南アン《ア研究の一般的な傾

向であろう。

これ｝こけして，「メ 1)jJの場（， ，発生が地域研究にふ

ゥたことから countrystudyが前提となっている。その

態度から共通要素を求めることよりも，一悶の特殊条件

士重視J予三とにt,:;'., o したが〉ふ政Th'/,i' i；会学，

文化人類学の立場ーからの慨論に，各国の特殊条件と特殊

問題が濃厚に包含されることが多いということができよ

つ。

いま一つの問題It，東南アジアの8カ国をけ究する場

合，各国についての各専門分野の学者を集めることは，

アメリ力と L、えども＇HI＼ではたいというこことある。し

たがって，地域的に講座がかたよる傾向がみのがせない。

い亡ちると，つぎの上うなμ茸庄の分担になっている。

人知学

λ-fr. Kwang.胆 ChihChang 

Eilrnograpl,y and Cultural History of Southeast 

J¥si日

Mr, I larold C. Conklin 

l'roblemぉ引fSoutheast Asian Language a口d

( :ulture. 

Problems of Malaysian Ethnology. 

Mr. Leopold J. Pospisil 

Ethnology。fPapua and Australia. 

係済学

λfr. R弓ginaldH. Green 

Economi，，、 I>evelopment of Southeast Asia. 

山
山 理

Afr. Karl J. Pelzer 

(;cography of Southeast Asia. 

S巴minaron Southeast Asia. 

f罷史

λfr. Harryよ Benda

The History of Southeast Asia Since 1500. 

Problems in the History of Modern Southeast 

ょ・＼sra.

丈佑史

lvlr. Nelson 1. lVu and Mr. Kiyohito l'v!unakata 

The Art of Eastern and Southern Asia. 

政治学

Mr. Carl H. Lande 

l'olitical Development of Southeast Asia. 

λfに DavidN. Rowe 

Problems in the International Relations of East 

Asia, Southeast Asia, and the Pacific. 

’rhe Governments川1dPolitics of East, South-

east, and South Asia. 

；東南アジア

J¥.[1二 Paul1¥1us 

Brahmanism and Buddhism: The Background 

of Indian Thought. 

Indian and Chinese Cultural Influences in 

fおutheastAsia. 

Indian Art: Its Philosophy and Political In-

fluence in Southeast Asia. 

Setting and Patterns of Indochinese Peasant 

Life. 
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東：iI勺つブ，，〕九日目・ ζ、f講座

Burmese: 

I,叫 ituteuf Far 1':aste1 n Languages. 

Element日ty Burmese 

Intermediate Burmese. 

JI，二 ＼＼＇illiam S. CorrりH

Advanced Burmese. 

Structure of the Burmese Lαnguagc 

Burmes巳 Ilistorical Grammar. 

History of Burmese Literal ure. 

Indonesian. 

Institute of Far !':aメternLanguα巴es.

Elementary Indonesian (.¥:Ialay) 

lntcnnecliate Indonesia口（J¥Lιday)

}¥fr. Isidore Dyen 

Advanced ！日くloncsian(:¥.Ialay) 

Struぐture of the Indonesian Langu::ige. 

Tag日lo日

Inst 

五lcmcnt，ιtry'l、aロal，〕ι
Int引口1山 liatcTagalog. 

Afr. Isidorど Dyen

AdvanぐeelTagalog. 

Structure of the’fagalog Language. 

l¥faL,yopolyne討1λ口。

ふIγ.Isidore Dyen 

Comparative Crammar of J¥Ialayopolynesian 

Languageヨー

Seminar in '.¥IalayopolyneごうはnLinguistics. 

Thai. 

Institute of Far Eastern Languages. 

Elementary Thai. 

lntermじ【liateThai. 

Jfr. Samuel E. I¥1αI tzn 

Acl,・anccd Thai. 

Vietn礼mesε

Institute of Far Eastern Languages. 

Elヒment山 yVietnamese. 

lntcnn町一liat己 Vietnamese.

Afr. Huynh Sanh Thong 

Ad vanじcdVietna日主csc

九＇ietn山 neseCompo日tion.

lntroductmn to Vietnamese Lite1 aturι 

これらの治」モl土 M.A.のl葬品どであって， Ph.Dーのρ車

座はおかれていない。 Ph.D.の講座はほ際関係論の，Ji
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政fのなかで分科してし、る。

L:ifの M.A.J待J'liのなかのまf!"1＇をなると， ほとんど

が京市f ＞ア全般を対象＂. LてL、イ，が，教J受はそれぞれ

リ＇,U'zulJ也J戒をもっ亡L、るu

]I.げれIdC.ι：onklin iJブ fIJ I：”ング＞f I会人千九γ一， Karl

J. i～！日ri上fシド下 ＞）’.t,上び ・v－－：＞ア J））山：J_!γ～

Ilary J. Benふは fン i、下シアの現代史、（三川 II. Land己

はソィリ I：＂ンの政治学与のである。

Ill主！.r..ことはi也の大学にもある。いま一つの併として

1%1q：ほかん新設された， ミシ Mン大学の Centerfor 

Soulh anrl Southeast A日anStudiesグ，J/lt.J.'IHこ＇JV、ごJメ

ヴ’
/J i_ ' 

（」） L. A. Peter Gosling 

14! 

(2) Antonin Basch 

経済’了’

!::) Alton L. Becker 

パL今 竺olf イ川幹< 

(4) .J. H. Broomfiel<l 

P.主 史

（日） IミobbinsBurling 

人主：］戸

(,;) 0. L. Chavarriaゴ＼guilar

1一1一；；It一’、J、，－： 

(-;) Russel II. Fi五eld

民文 j台 と，：：

（日） William J. Gedney 

」t' ～fl!-τl Lゐ一 ι i山J 一

（り） John P. lI川thcox

t文 lf, ・t 
OrJ Ferrel Heady 

政；t; ど'f:

(11) Rhoa<ls Murphey 

j也 ylj] 

(Jネ DavidSteinberg 

！歴 ~ 
QJ Alan l¥1. Stevens 

d w ・''f 
04) Richard S. Wheeler 

政治学

同 Ar3rnA. Yengoyan 

人主ti 学

Malaysia 

In《lia

Burmese 

India 

八日am,Burma 

India-Sanskrit, l Iindi 

Urdu, Pashto 

Philippines 

Thai 

In<liιl 

Philippines 

Ceylon 

I》hilippines

Indonesia口

Pakistan 

Philippi 日es
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R心配rlYan Niel, The Cour問。fIndonesian 1 Iislory. 

I krhnl 1、ιιith,Dynamics of Cuidcd Demonac）二

Anthony IL Johns, (;encメisof a Mりdernl.ileralurt'. 

¥l:mtlじ 1I00<I, The Enduring Tr山］iii引n Music and 

I'lll'ale, m I日vaand BλIi 

JJ行人〈〆！打点‘r，ウ：＇川 Jr,・cし、ノ＇＇.， 0 Feith ; tf}l{i 1ト ぇ

I・ 'J ,J .,, （／ιr ／シコ）（＇＇°，＇＂：（！ Js,.n,or Ltecturcrであるが

コャ ドノレ大・／で i’Ji.］）.をj！じ：）:tでの数，11:11を勉：；昔iLた

人で，ノナ、 ペトラリア人ごはあらが，アメリカ流の：，JI究

｝｝おとを！・y｝；こ1'.fに＜＞UごL‘ろ人である。ごの人企除いc

i也しつ人／これは fメ 1) /J (/) （ンド不シアM5＼＇.の長老ふ／川、

；±払速の"j:ltである。主人にこの本が完成｝らまごに，

Ji力Ei !'. HtllJ全行な，，た人たちがさらにインドネシアi1!1究

υ＞?i¥ f1i-l、の人三七であ》たりこの人たむの氏名 Et存l"lうI

g!fをあげく:t3く。

Benedict R. ()'(;_ Ande，訂川． じりrncll Univ. （止支ffi

・, ’J 

11:irry J. Benda, Yale Univ. （片正史）

John :VI. Eピhols,Cornell Univ. 〔プどq,, ，；♂D 

（ノlilf，山I（；山rtz,Univ. of Chica店。（丈｛ヒ‘ ti2,) 

Bruじじ ClassLuincr,Univ. of Califo口1ia, Davis （）政

;{;) 

Benjamin Higιins, Univ.。fTexas （経済）

I )mwld llindley, Bran《leisUniv. （政If,)

( :eor立cMcT. Kahin，心，rnellUniv. （政治〉

llaniclお Lev,Cornell Univ. （政治）

I >avid :VIozingo, Univ.。fCalifornia (1.制高）

1¥nn R. Willner, Yale Univ. （文化，社会）

こjもらのノ人は CornellUniv.の DrAnderson と Dr. 

Levを除いて，既にアメリカモ著名なインドネシア研究

のうえれぞある。もちろんお，nr・である RuthT. McVeyを

；免ナ心わけにはゆかない。か山女はインドネシア共産党

史のl,JI究家ーとしてお：名である。コーネル大学を卒業し

て，現｛Eはγ サチュセッツ仁科大学のi立際研究センター

にげれ品してし、る。

ごれらの人たちの才：をあげたのは，インドネシアli)f究

がかなり似ど奥行において大きいことを示してみたわけ

である。

これらの人たちの顔ぶれから，気がつくことはコーネ

ノレ大学！日身行が比較的多いことである。事実，この大学

のJitJ或iVUt，ことにアジア研究に対する重点のおさかた

は他の大学に比べると，非常に大きいということができ

る。それは，コーネル大学の地域研究の歴史によるもの
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J二い〆，， 『阜w；ふ J j し fンi、， 一、， L一L〆f, ア ｛ '} ! :' 

:. ri』石（•つ，jι 目が 3乙〈、 I：主亀「；）、主，・.. 

j工寸ご」、ーっ

fコー 1,, 、， 'J > ，.、1,1,jん手ゾr¥'H)::SI【 iこん。・，，： t乙Lc, 

i士、 11[rfj /'. ’1:JUllJノト二 1士、＼（ 'J ，•、 Jノコー ;r；、

11j/j：「.：，. ':・, .［：、判、riJ，二 ，［，＿.＇.. '・ ,: .： 》く XJ匁［1j））‘：wと.！ 1

'. ':, u ¥ (' ：こ；，.J :;i1')'1・-,,・ i:,・,.n；乙，rji土｜布 i.: .... 

乙／J：ご主たし、： L、－：， 1/W,'Ll品‘t・)；：） υ ご；／1.r<':11J<'>1,,rプピう

；｜七『ij{七Pきtc＇・、工うにして L＇，；二.

共同！，Ji'tのJうじえ な三ωい］におu、に 1 )('j-: ；こ ,t＿；•，、 C ；【、

j,i]!,1「守＇＼：点；でさ fよ！イ、う：，＇，

Asi也：l!l 討tuclic汚山フ、一lいJli.ii)i'.総織が総 Fノて〉、ご； J 二♂JJ¥,. 

sociはti利口カiノfr ！の：!-lnN1：.アi,;fJ't,}) :r: rm；ニ七Ji，・.：；？＇こ大き ！；

i主，~，j をも－，，て L 、ふこと；二注 II LなIJ,Jl（工t;.:, ts L、。

この学会J)j',f;JhiこJ ) L、て；.t,1Ji:11_敦j交ぶ ji'k tごもり月.［，，；＇.］

' -" -,・ {1ii冗＇ (I, ；，’主主；ff,i/1だシ 1）←ス12）のなかで1%吊

；｜一， 1 '.r;<r:;, I＇州） q:0・ ,;,f,・(f,)j；二 J 八、 C, !Iii'., 1/t f:, 日付i

山；1宇｛〔J受Uぐれと：1:. 1以内、 l'l64'rjの午，）：It：・，に＇）＼、＼

l]Cr付：＇， Y!ilf＇，＇＼＇！ 治 1'1;・ 01〔l'hア〆 TLへ冗七＇ '! , 

l%4jにw;r;1, (;jj '°,.1 Lるのに山金すうが， f メリリ

ωγJア1UI'.1E iiの夕、i邑iJ.!)4としくもり，立；主F:)1・，，；：；，.二大さし、

ことを述 JごU;<o 

（正1:1) サi1iiアジアと j) fこく［治三L九iノ：，J也；t,l-:u,
イン l，ノミ｝ ヘ；， /, 、：イいンの1i., γ と‘、， -h<'.> 

)¥ill LうVi'J;ト！ににてこ L、；；。

Resource 

Cultures and Co打、「

fメリカのfンドネシア研究

以上で，慨仰がJに束l':iアJア研究にうU、三述，＜tこが，

以下において，その’誌を i~，日比する f ンド与シアMプどに

つい亡述べζ｝ことにする。

現行ーのアメ J チ？のイン i：ネシア研究の水準をー！よ：.•J 、す

ものとし CあUることゴ〕できるのは，］963i干にfljfIさ;ji,

fこ， RuthT. 1¥Ic～＇ey了：話（／」 In正lanes，島
i土，現在：のア I 1）力びJfンドネシア研究の第一線にある

権威と新進の治文をまとめたものである0 ¥.le竺混とその

：命題をあげると，

Karl J. Pじlχer, Phy一心cal and 

Paterns. 

Hildred Geertz, 

mum lies. 

(;_ ¥Villiam Skinner, The Chinese 了vlinority.

Karl J. Pelzer, The A日riculturalFoundation. 

Everett D. Hawkins, Labor in Tra口sition.
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でもある。インドネシア研究について述ぺるまえに，そ

の概要t辿へごおく。 1870’iに「11国語のゴ」 日＇・:t:5かれ

たのがい 1 J’）で1946年に 以¥I下部（Coll叩い引iAris 

and Sciencι） ：－：アジ，iiJI ,;,;:.;¥fト（Depa,trn,:1¥1リiAsian 

Sludics）がおかれる1-＼、た〆，たυ ア〆アii）＼允学fl・lt1i1llif

pro日ram,IYJ l〆ア programお上・cJ,.krh，.〆。ア｜川口巳r:im

に分かオlご！、 ・＇o

東南〆〆） program : i l川 I}:i"にjj＼なLJ二 i'，， ιで黙史

的には他の 2programよりは衿い。しかし， その業績

はタイ，インド、手シアをrj1＇心として a二11-J・・べ念ものカ‘あ

ることは衆知のとおりであ1'.,

イン： （.•.「研究はこ引い叩ram の ；誌と Lて存在

し，現f℃( 〆 lネシア間以に11'i1して研究士irt-;. ＿，てい

る。したがゥてそのどれ称も ModernIn【lonesia Project 

とI呼んでいる。この Projectはアメリカのインドネシア

研究の流 人目である Gcor同九IcT.Kahin '!'%1そう2委員

長であ•， 二 f階建の建li'三(I()Jドの研究室そ；' t ，，委n
長以下， l'h. 1 ），論文執はi】の大学院博土以u，～学の奴l

r, '/:: 
ど－，て， j命文t仇！衣に努)jiを北i’(tjてL、るO このliff究室がで

河＇！＃'Aミにおけるインドネシア研究のセンターであるカ

リブヶル二ア｝（＇／： （パークレィ） ι.ti~多くのぎ行を送

。、 f汁 J てヤる。 二Eりた学；士イユ 1:-1'・ > ／＂大γ冒との1/¥lにK

l山協1とがあ，Jて， かリブオノレ二アからは教授を派遣し，

fンドネシア大午lI大学院ヴ’生をfo，・＂I'-派遣している関{ii',

i. L ，ているυ ！.十方、：ってカリ－； :i'’Lてア大学のJ'd'':1:/・

t, i上ノンドネシ ・AγFにおいて・!fc(iセir fよいながら白・H

l[dl，と現地調立のめ、まれた機云をもら，すぐれ／己決泌

を発火している。政治学では GuyJ. Paul四 r, Joseph 

Fischerがいる、現tfウィスコンシン大学で経済学を論

、u:v、る Han.，日chmicltが三このII＼身で，かれはイ

/ I＂、；：シアにむけるね会的紛争の金融財政への影腎？と起

する1950年から1958年のインドネシア経済の分析によっ

て刊し D をうけた。そのほか，外交史で Mariet-Jose

（、山loretが1950年以｛その米イ濁f,Hニ.L..て Ph.ll. ヰごう

けてv、る。

亡の他の大学（＇；土ァキサスにインドネシア経済！ GI'先の

Benjamin Hi開 ins，プリジポート大学に多作で有名な

いおtusM. van der Krocf，ブラウン大学に華僑研究の

きてか，・， S,d, しているイ： γア研究にり♂する手'f,' iパλE.¥Villiams，二〆ーグィスの力 1)＇／オ lレエア大7,-
学者の：t',:,t＇ことに多いり i'1i,j.J.; .') HRAF '.l ！日山川 Re-

lations Area Files）刊行の Indonesiai長さんの rvlcVey

-I_;,：史もその d 人であり，助誌をした人たちのなかでイ工

ーノレ大学の Bendaがそうである。そして1Jiiit'1J列記し

たコー iてん）＜ i在籍者のはごlミに‘卒業生と Lし：先に教

職にあ F己RobertVan Niel〔フッセノいサゲ.!; iッジ），

John Smail （クィスコンシン大学）， Robert C. Bone, 

John 0. Sutter, Paul W. J. van der Veur, Donald E. 

Willmott ~\\ iJ; l'h. D.をうけてし、るoなあゴーネル大学

で1962"Tまでに M.A.をうけたものは二い数t，といわ

れている。

他の大学におけるインドネシア研究をみると，まず，

イエール大学は， ジャワで不慮の死をとげた Raymond

Kennedy と JohnF. Embreeが基礎をき-r・イ、ん 1947

年にアメリ’.＇） ,J)最初の東市ア／ア地域研究センケーとな

って以来，インドネシアの1究に多くの学者を送り出した

が，両教伎を失ってから一時停滞的で、あったが， Pelzer 

教授によ fパ：lJ建され， Bendaを迎え， Jえ：fはふたた

び優秀なれ：；－ t.：送り出しは仁めた。 FrankL Cooleyの

Ambon人c1,Adat （慣＇r'むのかl究， R ¥Villi山口 Lidcl le 

のインドネシアの政治発展における地方エリートとクツレ

ープの研究のような注目すべきものがあるo

90 

1 J ドネシア主； iiHJl,tの Bruceじlasshurnerがし、，：， u 

段f乏に，わたくしは訪問する機会を得られなかづたシ

カゴ大学の社会人穎学のグlレープの fンドネシア研究で

あ：：～それは Jfr/igiけnof Jav,1日、の題目のもとにジ

＼·ワ U沖 •I教のti会人hi学的研究にJS＼－、く新しい仮μ見を， J:

,Lいそれが政治学iこJ品、て広く Jllし、られた分析｝J?）、や

）災関した Cli任。rdGeertzの研究である。かれはハーパ

ート大学において Religionin Modjokuto: A Study 

叱／／心tualand Dl'l1イ仇 d Com/>lc.c Socたかという誌

はiの Ph.D.論文を提出した。かれのごこの Ph.D.論文

が前述のジャワの宗教である。かれはこの論文を書くた

めに，夫人の HildredS. Clifford, Alice E. Dewey, 

Roi国 rtR. Jayの諸氏とともに 2カ年の中部ジャワの実

態調子主を行なか，しぺっかのすぐれた論文を発表した。

かれの研究はγメリ iJのインドドシアMf究を従来の段階

から一歩前進させたということができょう。かれはさら

にパリの村落についての業績もある。設近の業績として

は， f’eddlerand l'rinceと Agri,ultural fπvol ution 

ふれl(i2, 1963ij-1二 HI·川、で発表し口、 ：~， 0 

Rり！氾rtR. Jay i土氾在ハワイ大学にいるが，かれの労

作 Religionand Politics in Rural Center Javaを発

J乙している。
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なj,Jv: L、心。そこにおける誠査研究もlllなう surv<'y

V y < '.I と｝におけ ζ， .'f'~ l'?i 1' / ;・ ,fl¥ t研究 合lliiJ ': l./・. t ui・c iよなL、。もち乃んそ•／） (,JI 究機関It,

そヅ）いを:1 ,; ) 11 :'t'J に上 d ，て組織 E 研究の)t＜裂を，；＇~'ii:: してし、

,. d リ1_1/1）也j』,x/JJI。't；二，f,'.¥;it;i'i:,lcil fモ＇t!・ j・，，.，がいパ：，＇i'fr ぺJI. ！土がJJぐこれにな加すー／：｝ツ行it 1・1うJの｛iJi花、、 ·,• 

/;・ 二' ’•／、千（ケた IJ法.＇i~＇. i，どI::-:,~tr}i ,・. ,nr とf !Vj; i上た ！）；：解釈し C, C.'i-＜，点、，'I'i) i) ぺ~UJ:'d: f仁－

t／けノV,九 ('(Jllltiry Silllly 0' I r r tと［ ；びパ.／，11,ji/1,,,i(: '• 1, ,,,, ［か！， こ約純u,{iJl;H梶山では｛，）l¥t"f. Lυl:l,JJ,'iJ 

，，イ1'.'.'i'J.s:.J1·,.;';i こ 11tl~·： t,. ;, c'1三月三.,・1,ll. ＼、，：｝ ' ／戸Aι がIJ!'// c. 1 ,,:;・1:J：、右JもJJもu> c.-v，ペノご と力二ち＇＼， .. ）、＇lj心！！主

・:' fトjぐI山tlU!Jf ョ ・,1 1-: アーーにItど lJじ・tI.！日：，・，－ Jパi二； R，‘lllィl（イ，rporation ・:: I lr. （し p,,ul、引が （. 

cJー ζ;1，，・・あノ人：，；じにci.lJ L ti: it .J Lil!,; i', Ifいことit, ドネ；＇ ( iこじけと＇ Jl,!!'fI A主代党び）ノパをJ>)jぐち.＇l:djーな こ

l'l5司年iこiぷ立しよて！ ~11切れすiJ:、：，＇.＇，！ λti川口d Ddcrwc Edu- ぃ；J;;) i；.どそ山iミき骨，jCあろう。もらろん，）止本lr-1t.c i,'!J 

cation Aじりに上九日ト祁政的が品＇／： ti),¥'i二対111JLi：：寺＇. ~ 犯人什追求i.,i;j'；－’茶店りにifなわれ ζU、，：，二土；n、うまで

IHし「＼、る二＇： ・：ら－0:,0 もない。

小11:：，：山／：＼］ L た （L Jl-大つJ ＇：：コ・－ i' ，，大＇／： I〕J+[r'('.ア :i・ ; ） りと；！，がI＋円Jit比例・，tのあり ）jfr比較すイJ と

γ「inふ1，ロ：rf？コー」什r ふけらと， 1 T.. il-大 jTil:' ,¥, t.:::ss:_ ,1 'l1fij一打の大うな懸i討をみる。こjL;t，込づいJIJ

／レー ＇Jl¥, { ＞ドネン二，＇ ~/i, ケ心ログJ/i，タイ1:Tトベ、） には，／人ι子Fにおける地域研だに.:t,lする態度び）定であヨこ

二，i/¥iJ）日コー＼コ←下！しjこ＇j-こではじノj,., --~/;, fンドネ とを：；1ii感－）心。 ）（＂！： におけふ地域研究ffの養11tu，，、かん

,・ /i, / -, ' ' ,i/L ' 1 ::: , , ' ・！ ム，：：iのJCJ ーソ、〈あ It, li)F＇，；：険！ilにおけふス夕、ソアの充実と 1id'Jzi't0な影響企

〆 ι
γ 。
fユ－－；， J、－／， J) f : I: i'：ァ；；/jl士birlりIじ（）yιn, :1 

--i',,1,j(・/,:; t John t-.L E仁bolsカミ iff：約；えそ lぅ（， υ

Lミニミよいお ' : 二,・', 品 f，宇%1:ie二Jコ

とIS；.二ごL、ζ ）I :c, ニ｛りW'.',Ci上二 cl)f/11＼こととめLj; 

'. C し／う， L, ,.;_ 1二／ J '.! '})) tこPM，社主J[ , I ふ ／〆 L』 ' 

I ／、け机円 IIJ ：っち小「》タ IJSJ Iこん kむ：／） ード・

卜し、 二よゲ ラ 二c'Jゴi; Jj v’.iNlJに杉jJ_J,，，.＇）；ミ；;r，，よみぃ.；，；，
ff:'.(/J 能））かさ／こえh,rらJLノ：！ことtゴけつけ）J]Iえ之、

YI 才J わりに

/ ／リ力びノJt£1Hア〆ア1,!lvcのv,'I’t'iにつL、て報；5したい

と汚えとし、fニ：GJ2lとは1.-:xtiこ{Jf究の現状の紹介；こ終；！，, ) 

亡Lまった。

しかし，ア dリ力の東i{JγcTlillヲEは現実のi品J哀の政

策と深＇dl-'.J；車を tバ「ながらEUJ目されていらのさあって，

手・fj-個人の学：1tJ1':'1興味だけではないことをみたのであっ

そ。しかも二れらのf片究力三 Mと官J-[l'i（／勺f妥JJ/Jのもとに，

,t；，；：こ新しL、：お1'.t／§；こ!11］応Lてrp,IJnしていろ三とである。地

域i,Ji究にr[['ti/1究の'l'f長が必要どなわ；E，その泌j坐：：t[l)

ある＼、（土iけfIi （’〕I長Ji/Jで｝立i「られろ。

L方ぺ， ,l J ,', ''. ;1J i，γ ） ( J ，（／）問心がi(!jまず＇iふこと L九、な

がら，大学に京Fi'.lアジ？史の議陛すんなL、わであ；－：， 0 三

千）ことは，［,lがJ-t'Mi」ア，・ T♂） ;JM：市！？！’たに期待してし、九 I,

nと円問に＂;f・；訂を！芯じ：：，山であえl0 

J司査研究はアノ；！と？においても大’立与以外の機関で、もF

i,つ二 I二i；＿•，、うまでもなU 、。 アJ" ！； においては， γーごと

諜f'i~ 1り＇IーのJ'fl論rJF完の上に地域げたを｛ItJ二課Mu,WJ: 

,,Wt＇（［のらり ii を＿i1!j じて·；，： 11\o:~ 吐てゆくのぞあ；：，。そ上こ

'.' 'j q,,,:,H L,ri命女：をl下H!l土しfゴ克服I混在とそ、ハ役nj1.ill

,{;) tυ＞：，己1N：こ，；.： , C，一人以fJ)j也MZ!vl＇‘’,'t-fj・( J oi:11止すーうの

でふ五 大＇？ i二.tsけイ3 こか’ikYJ号ii間，，，研究によって？！ニミ

人としご，教月除去〉イ！＼パ；tliJFTLi!JW.につくときi.tす・ci，二YJi<H,

,1，－，れとし亡山花ii'とIJ J,)jが 11Jtt ):: fr_ ，てL、＜， ,; ）ごあ

／’o 
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